









































































































































































































































































































































































































でいきたいですか（a. 幼児曲、b. 楽器遊び、c. 手遊び、























































































































































































































































































































































































































































いの回答において、25 名が第 1 位、2 位として選択
しており、学生自身が弾き歌い技術と子どもを見る
余裕のことがらについて、関連性を感じていること
が明らかとなった。また、ピアノの技術について反
省している学生が 5 番目に多かったことから、弾き
歌いにおけるピアノ伴奏をスムーズに行うための技
術が不足していると実感している学生が少なからず
いることが確認でき、ピアノの基礎的技術習得のた
めの継続的な練習を促すための課題の内容につい
て、就学年次や時期を考慮した到達目標について、
状況を踏まえた見直しが必要であると感じた。
「歌詞の先取り」についても、弾き歌い技術と大
きく関連しているため、今後の授業において鍵盤を
見ずに弾いたり、マイクロティーチングを取り入れ
ることで、先生役を定期的に実践するなど、実践を
意識した授業を行う必要がある。特に、歌詞の先取
りは、演奏している自分以外のことに気を配れる余
裕を得る必要があり、実際に何度も反復的に練習を
重ね、歌詞を先に伝える感覚に慣れる必要があるた
め、授業内では勿論であるが、課題としても学生の
レベルを考慮しながら課していく必要があることが
明らかとなった。
「子どもの前で緊張しないように」について反省
する学生も 4 番目に多く、これについては、子ども
の前での演奏経験が少ないことが大きな理由として
挙げられると推測できる。この項目について、「⑥
幼稚園教諭になるためには今後の授業ではどのよう
なことを学んでいきたいですか」の質問における結
果と照らし合わせてみたところ、明確な反省の理由
となる結論を見つけることはできなかったが、弾き
歌い技術不足や、状況に慣れていないことが理由と
して推測されたものもあった。
一方、少数回答に着目してみると、本来保育現場
で大変活用的な知識として重宝するはずであるコー
ド奏を学びたいとする記述が極めて少なく、「基礎
音楽」と「幼児音楽」で時間を設けて説明と実践を
行っているにも関わらず、学生がコード奏について
ほとんど必要と感じていないことが把握できた。幼
稚園実習においては、あらかじめ実習で課題として
示された幼児曲を演奏したり、または授業で習得し
た幼児曲を演奏することが予想されるため、初めて
見た楽譜を演奏するなどの緊急性を伴った弾き歌
いは実施されなかったことが推測される。しかし、
保育現場では、子どもがリクエストする幼児曲や、
難しい伴奏の幼児曲を弾く機会が求められるため、
コード奏による簡易伴奏について、2 年次後期の幼
児音楽Ⅱにおいても、学生に継続的に課題を課し、
保育現場で応用し活用できるコード奏の習得を目指
し、幼児曲に多く見られる調性であるハ長調、ヘ長
調、ト長調の主要三和音によるコード理解と実践を
深める必要がある。また、コードを理解することに
より、音楽を形作る基本的な様式を理解することが
可能であるため、今後の保育者に求められるであろ
う「身近な自然や生活の中にある、何気ない音や形、
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色に気付き楽しむことが、幼児の豊かな感性や自分
なりの表現を培う上で大切であることから、自然や
生活の中にある音や素材に触れる機会の充実を図る
ようにする。」における自然や生活から音を拾い、
音楽としての遊びをさらに発展させるうえでの、音
楽的知識として、身につけることが重要であると考
える。また、「子どもに歌の意味やイメージをつた
えるための工夫」については、歌の意味やイメージ
を音楽で表現できることが前提として、造形や身体
表現等の要素を用いながら、子どもの五感に上手く
働きかける活動について考える必要があり、様々な
領域との関連性を視野に入れた環境設定が重要であ
る。
これらの反省や今後の展望から、実習を通して子
どもに音楽を用いて楽しく表出を促すためには、ど
のような学びを今後学生が得ていくかを見直すきっ
かけになったことが確認された。「基礎音楽Ⅰ、Ⅱ」、
「幼児音楽Ⅰ」におけるピアノ技術や弾き歌いを通
した表現力向上のための個々の学修から発展して得
た音楽の表現力や活用力が、実際に子どもと関わり
ながら保育を展開する実習を通して、どのように子
どもたちに伝わるかを身を以て実感できる大変貴重
な経験を積んだことが明らかであった。特に少数意
見においては、子どもを意識した自由記述が多く見
られ、今までの授業での学びをどのように応用して
いくかの段階へ差し掛かっているという印象を受け
た。
Ⅳ．まとめ
今回の調査により、幼稚園実習での活動から学生
が得た学びが明らかとなり、同時に学生が抱える課
題、授業改善についての事柄についても明確に把握
することができた。2 年間の大学での音楽の授業を
総合的に捉えると、授業内容やその段階的な学びに
ついて、大きな問題点は明らかとはならなかった。
しかし、幼稚園実習後の音楽を伴った遊びについて、
学生の中で子どもの目線に合わせるという意識が大
きく芽生え、子どもの好奇心を引き出すために工夫
しようと、今後の学びについて具体的な目標を立て
ている様子が、今回の結果から示唆された。そのた
め、授業においても指導や助言を的確に段階的に
行っていく必要性を強く感じた。また、今後の授業
における学修への意欲の向上として、レパートリー
拡大と弾き歌いの向上という、2 つの項目に集中す
る結果が明らかとなり、その一方で、コード奏につ
いての意識は全体的に低い結果であった。弾き歌い
における歌唱への意識に重きを置くため、重要とな
る伴奏技術において、特にピアノ経験の浅い学生に
とっては、コード奏の理解と実践による知識と技能
の習得は必須であると考える。従って、「基礎音楽
Ⅰ、Ⅱ」「幼児音楽Ⅰ」では、幼稚園実習前までに、
必要最低限の技術を学生が習得できるよう、毎回の
授業の中で継続的にコード奏の説明と実践を取り入
れ、様々な幼児曲で応用できる柔軟な思考や技能が
高められるよう指導を行っていくべきであると感じ
た。また、幼稚園実習後の「幼児音楽Ⅱ」において
は、主要三和音だけでないコードの性格や役割につ
いて学生に説明し、それを学生が理解し実践できる
技術を身につけることで、コード奏による簡易伴奏
の和声的色彩がより豊かになり、幼児曲の表現にお
いて、子どもに感じてもらえる音楽の楽しさ、美し
さ、可愛らしさ等の魅力がより鮮明になり、それを
受け取った子どもの感受性が豊かに養われることに
繋がると考えるため、コード奏における総合的知識
と応用力を養うための授業を展開していく重要性を
強く感じた。
幼稚園教育要領では、第一章総則の中の幼稚園教
育の基本として、以下の通り示されている。2）
幼児期における教育は、生涯にわたる人格形成
の基礎を培う重要なものであり、幼稚園教育は、
学校教育法第 22 条に規定する目的を達成する
ため、幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行
うものであることを基本とする。このため、教
師は幼児との信頼関係を十分に築き、幼児と共
によりよい教育環境を創造するように努めるも
のとする。これらを踏まえ、次に示す事項を重
視して教育を行わなければならない。
1．幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発
揮することにより発達に必要な体験を得ていく
ものであることを考慮して，幼児の主体的な活
動を促し、幼児期にふさわしい生活が展開され
るようにすること。
2．幼児の自発的な活動としての遊びは、心身
の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学修で
あることを考慮して，遊びを通しての指導を中
心として第 2 章に示すねらいが総合的に達成さ
れるようにすること。
3．幼児の発達は、心身の諸側面が相互に関連
し合い、多様な経過をたどって成し遂げられて
いくものであること、また、幼児の生活経験が
それぞれ異なることなどを考慮して、幼児一人
一人の特性に応じ、発達の課題に即した指導を
行うようにすること。
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今回の調査結果における、項目⑦「幼稚園での子
どもの生活の中で、音や音楽はどのような場面でど
のように使用されていたか」についての回答に着目
してみると、多くの幼稚園での様々な音楽を伴った
活動は、子どもにとって受動的な活動として行われ
ているという印象を受けた。幼稚園での集団生活に
おいて、規律や一体感を得るために皆で歌ったり、
合図で音を鳴らし音により注意を引くなど、音の使
われ方は工夫され、多様であり、その役割において
は適切といえる。しかし、子どもにとっての音や音
楽による表出や、そこから発展した遊びへと繋げて
いくためには、今までの慣例的に行われてきている
音や音楽を使用した遊びや活動の方法を見つめなお
し、子どもが能動的に音や音楽を使ってあそぶこと
のできる方法や環境について模索していく必要があ
ると考える。そのためには、音や音楽を使った遊び
のきっかけが音から始まるという概念から、聴覚だ
けでなく、人間の五感である、視覚、嗅覚、味覚、
触覚等の様々な感覚から遊びのきっかけが始まり、
そこから偶発的に音や音楽での遊びが生まれ、更に
発展していくというプロセスに着目していくことが
重要ではないだろうか。そのためには、保育者にそ
の遊びを発展させるための技量が備わっているかが
とても重要である。
これからの保育者を養成していくにあたり、普段
の幼稚園での子どもの生活の中から、子どもが何気
なく発した言葉、動作等に気づき、その意図を理解
した上で、その事柄について保育者が拾い、更に遊
びへのきっかけを促すことのできる豊かな感性を育
成することが必要であると考える。幼稚園実習を終
えた 2 年次後期の学生は、音楽の演奏技術や知識等
もある程度習得しており、殆どは採用試験も終えて
いる状況である。従って、卒業につながる「幼児音
楽Ⅱ」において、従来の授業内容による指導に加
え、子どもの能動的な音や音楽遊びを促すための活
動について学生自身が考え、グループで実践する等
の学修のための機会を継続的に設けることで、未来
の保育者を目指す学生が、幼稚園での音や音楽のあ
り方について深い理解を得て、新たな視点について
創造する意識を持ち、子どもが夢中になることので
きる遊びを随時引き出すことのできる保育者へと成
長することができると考える。従って、我々教員は
保育者育成としての一助となるための授業改善を模
索し、実践していくことが必須である。
※本研究で使用したアンケートは、研究で使用する
旨の了承を得て、個人名やクラスが分からないよう
配慮して扱った。
付記
平尾：第Ⅰ章、第Ⅲ章（2）、（3）、第Ⅳ章
滝沢：第Ⅱ章、第Ⅲ章（1）
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